
防災気象情報の利用
～橋本・伊都地域の大雨災害に備えて～

令和６年２月25日

和歌山地方気象

土砂災害気象官 林 正典

第13回橋本市自主防災会大会



近年は、全国どこかで甚大な被害をもたらす
大雨が降っています。

和歌山県でも、過去にしばしば大雨による災
害に見舞われています。

本日は、近年発生している大雨の傾向を踏
まえつつ、気象台の発表する防災気象情報の
利活用についてお話します。

はじめに
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１.和歌山県の気象特性と気候変動
紀の川の水害と橋本市の被害
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和歌山県の気象特性

4
年降水量平年値図

統計期間：1991年～2020年

紀北や紀中の沿岸部では1500ミリ以下
南部の山間部は3600ミリを超えています

台風の上陸数が多い

突風の発生が多い

気象庁リーフレット「急な大雨・雷・竜巻
－ナウキャストの利用と防災－」より

年降水量が多い

鹿児島・高知県についで
全国で3番目に多い

竜巻等突風の発生分布
（1961年～2023年）



近年の雨の降り方

1時間降水量50ミリ（非常に激しい雨） 以
上の年間観測回数は増加傾向が明瞭
（統計期間1976-2020）

日降水量1.0ミリ以上の年間日数（雨
日数）は減少傾向
（統計期間1901-2020）

☆観測回数の長期的な増加・減少
傾向には「地球温暖化」が影
響している可能性がある

“ししおどし”に例えると

筒が太くなり溜込む
時間が長くなる

多量の水が落ちる
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極端な降水がより強く・頻繁になる理由
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極端な降水は、大気中の水蒸気量と直結している。

気温が１℃上がると、空気が含むことのできる最大の水蒸気量（飽
和水蒸気量）が約７％増加する。

※図は藤部氏（首都大学東京）提供

※ 地球温暖化が進んでも、相対湿度はあまり変わらないと考えられている。

・和歌山市の年平均気温は、
100年あたり約1.5℃上昇している。

・温暖化により気温が上昇すると、
相対湿度は変わらないが、飽和水蒸気量が増
加するため、大気中の水蒸気量が増加し、
極端な降水がより強く・頻繁になる
と考えられる。

最近10年間の

平均発生回数（11.4回）は、

統計期間の最初の10年間の

平均発生回数（4.7回）

と比べて2.4倍に増加

和歌山県「アメダス」1時間降水量50㎜以上の年間発生数



紀の川の水害（昭和２０年以降）

国土交通省ホームページから引用 7



昭和２８年７月１７日～１８日の水害

国土交通省ホームページから引用

天気図 ７月18日09時

昭和28年の水害から70年が経過
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伊勢湾台風（昭和３４年９月２６日）

昭和34年の伊勢湾台風の災害から64年が経過

天気図 ９月26日09時

台風経路図
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国土交通省ホームページから引用

橋本市の被害状況
人的被害： 軽傷 16 名
家屋全壊： 23 戸、同流出： 28 戸、同半壊： 145 戸
床上浸水： 859 戸、床下浸水： 396 戸



橋本市における近年の風水害
★平成10年9月21日から22日にかけて台風第８号、第７号が２日連続して和歌山県に上陸。

台風第７号は、南西諸島の東海上を発達しながら北東に進み、22日13時過ぎ強い勢力で和歌山県御坊市付近に上陸

台風第８号は、９月20日に日本の南海上で発生して北上し、21日16時前に和歌山県田辺市付近に上陸

台風通過後
9/23～24にかけて

前線が北上した

天気図 9月21日09時

橋本市の被害状況 人的被害：重傷１人・軽傷６人、
住家被害：全壊２棟、半壊 57 棟、損壊 2,410 棟、床下浸水 ：12 棟

最大瞬間風向・風速： 西 50.0m/s （9/22 14：23（和歌山））
最大風向・風速 ： 西 32.4m/s （9/22 14:20（和歌山））
最大日降水量 ： 312.0㎜ （9/23 （西川））
最大1時間降水量 ： 79.0㎜ （9/24 02:00（色川））
期間降水量 ： 654.0㎜ （9/21 01:00～ 9/24 09：00 西川））
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台風経路図 9月21日09時



２.台風と線状降水帯について
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台風とは？
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熱帯の海上で発生する低気圧を「熱帯低気圧」と呼びますが、
このうち北西太平洋（赤道より北で東経180度より西の領域）
または南シナ海に存在し、なおかつ低気圧域内の最大風速
（10分間平均）がおよそ17m/s（34ノット、風力８）以上のものを
「台風」と呼びます。

◎熱帯低気圧が発生するところ（日本の南海上の赤道付近）
マーシャル諸島周辺～南シナ海周辺（ベトナムｰフィリピン）



台風発生の仕組み
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台風の大きさと強さの表現
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台風情報では、台風の勢力を「大きさ」と「強さ」で表現し、これらを
組み合わせて「大型で非常に強い台風」のように呼びます

和歌山

800km

500km

500km以上
～800km未満

超大型800km以上
台風の大きさ 強風域の半径

超大型（非常に大きい） 800km以上

大型（大きい） 500km以上 ～ 800km未満

（表現しない） 500km未満

台風の大きさ

台風の強さ 最大風速

猛烈な 54m/s以上

非常に強い 44m/s以上 ～ 54m/s未満

強い 33m/s以上 ～ 44m/s未満

（表現しない） 33m/s未満

台風の強さ

大 型

台風の大きさ＝強風域（風速15ｍ/s以
上の領域）の半径

台風の強さ＝最大風速

注）台風の強さ≠中心気圧ではない



台風の5日先までの進路および強度の予報

10日09時

11日09時

12日09時

13日09時

14日09時

【2019年台風第19号の例】

進路および強度 暴風域に入る確率

10日09時

11日09時

12日09時

13日09時

令和５年６月26日以降の台風予想から、3日先以降の予報円を大きく改善し、5日先の予報円の半径はこ
れまでと比べて最大40％小さくなります（今回表示している図は旧形式のものです）。

５日先までの予想が確認できるため、早めの心構えに役に立ちます。
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線状降水帯とは

16

【線状降水帯とは】
線状降水帯は、次々と発生した積乱雲により、線状の降水域が数時間にわたってほぼ同じ場所に停滞することで、
大雨をもたらすもの。線状降水帯が発生すると、災害の危険性が高くなります。
（最近の主な災害事例）

・平成26年８月豪雨（広島） ・平成27年９月関東・東北豪雨 ・平成29年７月九州北部豪雨
・平成30年７月豪雨（西日本豪雨） ・令和２年７月豪雨 ・令和5年6月梅雨前線と台風第2号による大雨

７月４日６時の
実況３時間降水量

令和２年７月豪雨

■球磨村 (令和２年７月10日撮影）■人吉市 (令和２年７月５日撮影）

④上空の強い風により積乱雲が風下
に移動して一列に並ぶ

③大気の状態が不安定な
中で積乱雲が発達

①およそ高度1km以下の低層に暖かく
湿った空気の流入が持続

②前線や地形などの影響で 空気
が持ち上がり雲が発生

線状降水帯の模式図



線状降水帯による大雨の可能性を半日前からお伝えします 令和４年
６月１日～
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・線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

・線状降水帯の雨域を表示



線状降水帯について

令和5年 和歌山県で発生した線状降水帯に関して
発表した防災気象情報

・6月1日から3日 梅雨前線及び台風第2号による大雨
6/2 06：30 大雨と高波に関する和歌山県気象情報 第４号 発表

- 近畿地方では、2日午前中から夜にかけて線状降水帯が発生し大雨災害の危険度が
急激に高まる可能性があります -

09:09 橋本市に大雨警報（土砂災害・浸水害）、洪水警報 発表
11:10 橋本市に土砂災害警戒情報 発表
11:31 大雨と高波に関する和歌山県気象情報 第5号 発表
- 近畿地方では、2日夜にかけて線状降水帯が発生し大雨災害の危険度が急激に

高まる可能性があります -
12:01 顕著な大雨に関する和歌山県気象情第1号 発表
- 和歌山県北部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いています -

・9月21日から22日 前線による大雨
9/21 22:00 顕著な大雨に関する和歌山県気象情第1号 発表

- 和歌山県北部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いています -
22:24 橋本市に大雨警報（土砂災害）、洪水警報 発表
22:35 橋本市に土砂災害警戒情報 発表

11:00
土砂キキクル 赤色

11:10
土砂キキクル 紫色

22:10
土砂キキクル 紫色
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梅雨前線が西日本から東日本に停滞し、前線に向かって台風第2号周辺の暖かく湿った空
気が流れ込んだため、和歌山県では大気の状態が非常に不安定となっていた。
2日朝から激しい雨となり、昼前後には北部を中心に1時間80ﾐﾘ以上の猛烈な雨を解析するな
ど、記録的な大雨となった。土砂災害警戒情報が県内の広範囲で発表され、さらに線状降水
帯が発生し、「顕著な大雨に関する気象情報」を発表した。

6月3日00時までの24時間積算解析雨量

令和５年６月２日の大雨の概要
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６月２日12時頃、和歌山県に発生した線状降水帯
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アメダス期間降水量
（6/1・6時~6/3・12時）

アメダス【かつらぎ】
11時から12時の

１時間に43ｍｍを観測
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土砂キキクル

浸水キキクル 洪水キキクル

3時間降水量

県内の最大値は約１１０ミリ
四国南部では約１７０ミリ

県内北部を中心に「危険」（紫）が広がった

線状降水帯判定

６月２日11時50分の線状降水帯とキキクル（危険度分布）

和歌山県海南市で、
日方川、貴志川、
加茂川、亀の川
４つの河川が氾濫

土砂キキクル：大雨警報（土砂災害）の補足情報、土砂災害発生の危険度を表す
浸水キキクル：大雨警報（浸水害）の補足情報、浸水害発生の危険度を表す
洪水キキクル：洪水警報の補足情報、河川の洪水災害発生の危険度を表す 21



3時間降水量

県内の最大値は約１３０ミリ
四国南東部では約１７０ミリ

県内の最大値は約１７０ミリ

12時20分

13時30分

線状降水帯判定解消

14時20分

６月２日12時20分以降の線状降水帯の状況
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日本海を東北東進する低気圧からのびる前線が、9月21日夕方から22日明け方頃にかけて
和歌山県を南下しました。この低気圧や前線の影響で大気の状態が非常に不安定となり、和
歌山県北部には線状降水帯が発生し、内陸部を中心に大雨となりました。総降水量は、田辺
市龍神で192.5㎜、高野山で161.0㎜を観測しました。
紀北地域に土砂災害警戒情報が発表され、さらに線状降水帯が発生し、「顕著な大雨に関す
る気象情報」を発表した。

9月22日03時までの24時間積算解析雨量

令和５年9月２1日の大雨の概要
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9月21日19時～22時頃の線状降水帯の状況
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解析雨量（9月21日19時～22時の3時間積算）

※解析雨量は、降水量分布を解析したものです。この
分布の値は雨量計で観測された値ではなくレーダーの
資料などから解析したもののため、実際の雨量と異な
る場合がありますので留意願います。

線状降水帯が解析されたレーダー画像

アメダス高野山 降水量時系列（9月20日20時～22日07時）



9月21日22時00分の線状降水帯とキキクル（危険度分布）
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①
②

21日22時00分土砂キキクル

21日22時00分洪水キキクル 21日22時00分浸水キキクル

21日22時00分レーダー画像

線状降水帯判定（予測）

記録的短時間大雨情報 22時00分かつらぎ町花園付近で約１１０ミリ



9月21日22時20分の線状降水帯とキキクル（危険度分布）
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①
②

線状降水帯判定（実況）

21日22時20分レーダー画像
21日22時20分土砂キキクル

21日22時20分浸水キキクル21日22時20分洪水キキクル



３.警戒レベルと
警戒レベル相当情報について
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一次細分
市町村を

まとめた地域
二次細分

　紀　北

　紀　中

　田辺・西牟婁

　新宮・東牟婁

北部

南部

各

市

町

村

自治体の防災活動が効果的に行えるよう、
一部は分割した地域で警報を発表しています。
（令和５年３月９日時点）

地域を分割して発表する市町村（分割数）
紀北：かつらぎ町（2）
紀中：有田川町（2）、日高川町（3）
田辺・西牟婁：田辺市（5）
新宮：東牟婁：分割する市町村なし
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天気予報等の発表区分



特別警報の種類
大雨、暴風、暴風雪、大雪、
高潮、波浪

警報の種類
大雨、暴風、暴風雪、大雪、
高潮、洪水、波浪

注意報の種類
大雨、強風、風説、大雪、
高潮、洪水、波浪、
濃霧、雷、乾燥、霜、
など16種類

特別警報

警報・注意報

気象情報（和歌山県気象情報）

警報等を予告、補完する事項を気
象情報として発表
「顕著な大雨に関する気象情報」も
含まれる

指定河川洪水予報

水防活動の判断や住民の避難行
動の参考となるように、河川管理
者（国土交通省、和歌山県）と共
同し、河川を指定して発表

記録的短時間大雨情報

キキクル（危険度分布）で「非常に
危険」（警戒レベル４相当）以上が
出現し、記録的短時間大雨情報の
基準（※）に到達したときにのみ発
表する。

和歌山県記録的短時間大雨情報 第４号
令和２年９月２５日１１時０７分
気象庁発表

（見出し）
１１時和歌山県で記録的短時間大雨
新宮市南部付近で約１２０ミリ
那智勝浦町付近で約１２０ミリ

台風に関する情報

台風の中心位置や強度の実況及び
予測に関する情報を発表

竜巻注意情報

積乱雲の下で発生する竜巻、ダウン
バーストなどの激しい突風（以下「竜
巻等」）に対して注意を呼びかける情
報で、雷注意報を補足する情報とし
て発表（一次細分区域で発表）

対象地域内で竜巻等の発生する可
能性が高まっている領域については、
竜巻発生確度ナウキャストでご確認
ください。

実際の発表例

土砂災害警戒情報

土砂災害の危険度が非常に高まった
ときに、
和歌山県と
和歌山地方
気象台が
共同して
発表
危険な場所
からの避難
が必要な警
戒レベル４
に相当

実際の発表例

気象台が発表する防災気象情報（主なもの）

※和歌山県の発表基準：1時間110ミリ
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堤防は無事
排水が追いつかない 堤防を越える

壊れる

洪水害浸水害

都市部
・舗装等で水がしみ込みにくい
・勾配がなく水が流れにくい

山地や傾斜地
・地中に水がしみ込みやすい
・（地面には）雨水がたまりにくい

地中にしみ込む水が多い
↓

土砂災害

大雨警報（浸水害）・
大雨注意報

指定河川洪水予報土砂災害警戒情報

洪水警報・洪水注意報

大雨警報（土砂災害）・
大雨注意報

30

大雨による主な災害と警報・注意報の種類



段階的に発表する防災気象情報
3時間前3日前5日前1週間前 1時間前

7日 週間天気予報

●5日 早期注意情報（警報級の可能性）

15時間 今後の雨 1時間 雨雲の動き

知りたいこと
・顕著現象の有無や影響の程度

知りたいこと（いつ、どこで、何が、どの程度）

・今後の雨で夜間の大雨災害発生リスクを把握
・流域雨量指数から中小河川の洪水の危険度を把握
・警報（時系列）から警戒を要する時間帯を把握
・キキクル（危険度分布）から災害の危険度を面的に把握
・避難情報の発令判断

現象発生

6時間 流域雨量指数の予測値

●6時間 気象警報・注意報 色分けした時系列

●3時間 洪水 危険度分布

●指定河川洪水予報

危険度分布●2時間 土砂災害 危険度分布

危険度分布1時間 浸水害 危険度分布

5日 台風予報
2日 天気予報

1日 和歌山県気象情報

●

土砂災害警戒情報●2時間 土砂災害警戒情報

●大雨特別警報

記録的短時間
大雨情報

3時間

他の情報が予想を扱うことに対して→
大雨の実況を伝える観測情報

10分更新

現象発生までのリードタイム等

定期的に発表・更新

災害が見込まれる場合に臨時発表・更新

警戒レベルと対応付けられた情報
31



防災機関が水防体制などを強化する時間
自治体が避難指示などを発令し、住民が避難行動するための時間

おおむね３～６時間＊

32

警報・注意報の発表タイミング



33

警報・注意報の注意警戒事項と今後の推移



3434
34

早期注意情報（警報級の可能性）



「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）に基づき
気象庁において作成

※ 夜間～翌日早朝に大雨警報(土砂災害)に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル３（高齢者等避難）に相当します。 35

５段階の警戒レベルと防災気象情報



注：土砂災害警戒情報は、
降雨から予測可能な土砂災害のうち、
避難指示等の発令が必要な
「土石流」や「集中的に発生する急傾
斜地崩壊（がけ崩れ） 」
を対象としています。
技術的に予測が困難である地すべり等は、
土砂災害警戒情報の発表対象とはしていません。

また、個別の災害発生箇所・時間・ 規
模等を詳細に特定するものではありま
せん。

・避難指示(警戒レベル４)の判断に
資する情報（警戒レベル４相当情報）
として都道府県と気象台が連携して
発表（共同発表）

発表例発表例

警戒対象の市町村名

共同発表
である

大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ
発生してもおかしくない状況となったとき
市町村長の避難指示の発令判断や住民の自主避難の判断を支援するよう、
市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、 都道府県と気象庁が共同で発表して
います。

36

土砂災害警戒情報



河川の増水や氾濫などに対する水防活動の判断や住民の避難行動
の参考となるように、国土交通省または和歌山県と共同して発表。
対象河川：紀の川、熊野川、有田川、日高川、古座川

紀の川

熊野川下流

有田川

日高川

古座川

熊野川中流（日足区間）

熊野川中流（本宮区間）

指定河川洪水予報（国）

指定河川洪水予報（県）

予報区域
37

指定河川洪水予報



災害リスクを
「指数」化

地図上
に表示

過去の災害に
基づく「基準」
で判定

２時間先
までの予測

１時間先
までの予測

3時間先
までの予測

38

大雨警報・洪水警報のキキクル（危険度分布）の概要



39

土砂キキクル（危険度分布）



40

浸水キキクル（危険度分布）



41

洪水キキクル（危険度分布）



3-1.スマートフォンやパソコン等により
キキクル、その他防災気象情報を
見ることができます。

42



スマートフォンスマートフォン パソコン、タブレットパソコン、タブレット

気象庁トップページの
二次元コードはこちらから！→

気象庁の情報をスマホやパソコンから確認できます。

表示の見やすさ、操作しやすさを重視（スマートフォンにも対応）
トップページの分かりやすい場所からワンクリックで、
地域の防災情報ページへ遷移（見たい市町村を登録できる）

43



■防災情報のページ

１ 当該地域に発表中の防災情報が一目で分かるようにアイコン表示するとともに、

様々な情報を1ページにまとめて表示（要素は、利用者が独自にカスタマイズ可能）

２ デフォルト（今注目の防災情報）では、当該地域に重要な情報をページ上段に表示

① 最初は地域選択画

面となりますが、一度

地域を選択すると

次回から

選択することなく表示

することができます

③ 利用者が独自にカス

タマイズできます

② 特定のコンテンツを

選べます。

パターンは「天気」、

「危険度分布」、「大

雨・大雪」、「地震・火

山」があります

44



■表示をカスタマイズ

カスタマイズボタン

45



■表示をカスタマイズ

気象台からのコメント
警報や注意報発表の可能性などが書いてあります
（表示させるには「大雨・台風」ボタンを選択するかカスタマイ
ズのコンテンツから選択する必要があります）

46



キキクル（危険度分布）の通知サービス

キキクルは気象庁ホームページで見ることができます。しかし、それ
をずっと見続けているのは難しいです。
気象庁では民間事業者の協力を得て、登録した地域に警戒レベル４
に相当する「危険（紫）」が出現したらお知らせしてくれるサービスを提
供しています。

詳細はこちらから↓
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ame_push.html

47



４.災害への備えについて

48



・地域のリスクを知ること！
→ハザードマップで確認すること等

・防災情報を入手すること！
→大雨警報、洪水警報、土砂災害警戒情報、

土砂災害・洪水害等の危険度分布等
・市町村の避難情報等に留意しましょう！

・非常時持出品、非常備蓄品の備え忘れずに！
（コロナ対策も忘れずに）

・早めの行動をとること（明るいうちに行動）！

自分の身を守るには

49



橋本市の地形

Google マップから引用

50



橋本市周辺のハザードマップを見てみると

NHKホームページのコンテンツ
「あなたの天気・防災」から引用
https://www.nhk.or.jp/kishou-saigai/

51



橋本市周辺のため池の分布
全国農業用ため池マップ及び
内閣府「平成30年７月豪雨等を踏まえた
今後のため池対策の進め方」から引用

橋本市は、ため池に関する
ハザードマップも公表しています。
https://www.city.hashimoto.lg.jp/guide/kense
tsubu/norinseibi/hurusato/15938.html
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橋本市が推奨するマイタイムライン
橋本市やさしい防災ハンドブックから引用

53



最後に 「自分は大丈夫！」とは思わない

人には「たぶん大丈夫」「自分は大丈夫」と、自分に
都合よく考えてしまう傾向があります。
このような考えをすてて、安全第一の行動をとりまし
ょう！

このような心理傾向を「正常化の偏見」といいます。

だいじょう
ぶ

ひなん

せいじょうかのへんけん
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お住まいの地域のハザード
マップを調べてみましょう。
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参考
★気象庁ホームページ： https://www.jma.go.jp/jma/index.html

【あなたの街の防災情報】 ⇒ 「和歌山県」「橋本市」を選択
「雨雲の動き」や「発表中の防災情報」、「警報・注意報（今後の推移）」、
「キキクル（危険度分布）」、「早期注意情報（警報級の可能性）」 などが閲覧できます。

【知識・解説】 ⇒ 各種防災情報の解説や「台風や集中豪雨から身を守るために」や
「地震から身を守るために」 などが参考になります。

【各種データ・資料】 ⇒ 「過去の主な災害発生時の情報発表状況」 では
過去の色々なデータ（防災情報、雨雲の動き、キキクルなど）が閲覧できます。

★和歌山地方気象台ホームページ：https://www.data.jma.go.jp/wakayama/index.html
【地球温暖化】 ⇒ 和歌山県の気候変動 が閲覧できます。
【刊行物・パンフレット】 ⇒ 「警報発表時における児童・生徒の安全な登下校のために」

気象庁HPの見方、警報級の大雨や暴風が予想される時間帯の確認、雨雲の確認
大雨による災害の危険度が高まっている場所の確認 などが参考になります。


